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（論文題目）

Quantitation of the Level of Hepatitis Delta VI.rUs RNA in Serum, by Real-Time Polymerase 

Chain Reaction -and Its Possible Correlation with the Clinical Stage of Liver Disease 

（論文審査結果の要旨）

上記の論文に関して，研究に至る背最と目的，研究内容，研究成果の意義，学術的水準等に

つき慎重かつ公正に検討し，以下のような審査結果を得た。

1, 研究の背景と目的

D型肝炎ウイルス (hepatitisdelta virus、以下HDV)は一本鎖RNAウイルスであり、そ

の感染には B型肝炎ウイルス (hepatitisB virus、以下 HBV)の一部の蛋白が必要なため、

HBVと重感染した状態で肝炎を発症し、病態については不明な点が多い。 HDV感染者は本

邦では比較的少ないが、沖縄県宮古地域において高感染地域が存在する。その臨床像は HBV

単独感染より重症であり、また肝炎発症から肝硬変に至る期間も短く肝細胞癌との関係にお

いても重要であるとされる。病態解明の一つの重要な手段として血中ウイルス擾の測定があ

げられるが、現時点で血中 HDVそのものの動態を高い精度で調べた報告はなく、病態との

関連について明確に示したものはない。本研究では高感度のリアルタイム PCRによる血清

HDV-RNA測定法を開発し、血清 HDV・RNA量と病態との関係について検討を行った。

2.研究内容

対象患者は HDV抗体陽性患者 48例である。肝疾患の内訳は無症候性キャリア 14例、慢性

肝炎 20例、肝硬変 14例であった。 invitroの実験系において標準 HDV・RNAを合成、リア

ルタイム PCR法により血清 HDV・RNA最が 1kcopies/mlから 1os kcopies/mlの広範囲で測

定可能となった。 HDVウイルス星と肝疾患進行度の関連性を検討したところ、慢性肝炎群お

よび肝硬変群では、無症候性キャリアに比して有意に血清 HDV-RNA抵が高値を示した(p<

0.005)。血消 HBV-DNA母は、各群で有意差を認めなかった。肝機能異常は主として HBVで

は無く、 HDVの増殖により強く影響されていることが示唆された。

3.研究成果の意義と学術的水準

HDV肝炎はいまだ確立された治療法が存在せず、現在， D型肝炎に対する一般的な治療法

として重感染、もしくは同時感染する B型肝炎ウイルス (HBV)に準じた治療（インターフェ

ロン，ラミプジン投与等）が行われているが、 HBV単独肝炎に比較してその効果は小さい。

本研究で開発された血中 HDV測定法を使用することにより、肝炎の経時的な HDV増殖の評

価が今後行えるようになり、治療法の開発，評価に役立つと考えられる。本研究は、 D型肝炎

の病態解明に一端をひらき、国際的にも高く評価されるものであると判断される。

以上より、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書きとすること。

2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。

3 ＊印は記入しないこと。


